












1,はじめに 

母子保健活動が効率的に実施されるためには、出生前から乳幼児期、学童期、青壮年期へ

と続く一貫した健康管理システムが確立されていなければならない。このシステムの中で

、母子健康手帳をデータバンクとしていかに位置づけるか、その検討が必要であるが、い

ずれにせよシステムの開始部分として最も重要な役割を担うはずである。しかし現状では

、この手帳が学童期へとつながる健康管理情報としてシステムの中で十分活用されていな

いという指摘もあり、その活用状況の把握が必要であるとともに、活用を高めるために情

報記録としてどのような改善が必要であるかという点についても検討しなければならない

。 

今回われわれは、これらふたつの点に関して検討するための一段階として、母子保健事業

従事者に対して、その活用状況および改善を必要と考える点等について調査を行った。 


